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一

九
〇

一

年
､

明

治
三

四

年
｡

八

月

九
日

､

出
生

｡

父
豊
三

郎
民
(

明
潜
五

･

五
･

五

生
)

｡

母
み
つ

氏
(

明
治

一

〇
･

三

二

云
生
)
｡

一

姫
三

味
あ
り

兄

弟
な

し
｡

出
生
地

､

東
京
市

京
橋
匡
南
停
馬
町

一

.
丁

目
+

番
地

｡

家
業

､

米
費
商

｡

一

〇
月

､

浬
川
匡
木
場
町

一

番
地
に

轄
居

｡

-

九
〇

六

年
､

明

治
三

九
年

､

〔

五

歳
)

四

月
､

東
京
市
明
治
尋
常
高
等
小

畢
校
附
属
幼
稚
園
(

深
川
匡
)

に

入

園
｡

【

九
〇

八

年
､

,

明

治
四

-

年
､

(

七

歳
)

三

月
二

五

日
､

東
京
市
明
治
尋
常
高
等
小

畢
校
附
属
幼
稚
園
を

修
了

｡

四
月

､

東
京
市
東

陽
尋
常
小
撃
校
(

深
川
匿
)

に

入

畢
｡

【

九
〇

九
年

､

明

治
四
こ

年
､

(

八

歳
)

九

月
､

家
族
と

七

も
に

神
奈
川
豚
足
柿
下
郡
小

田
原

町
十

字
町
四

丁

目
に

持
居

｡

小
田
原
町
立
第

二
尋

常
高
等
小
田

原

小
夢
校
尋
常
科
第
二

翠
年
に

持
入

学
｡

以

後
成
績
優
秀

､

毎
年
優
等
生
と

な

る
｡

【

九
-

四

年
㍉

大

正

三

年
､

(

一

≡

歳
)

≡

月
二

五

日
､

小

田
原
呵
立
第

一

尋
常
高
等
小
田
原
小

学
校
尋
常
科
を

卒
業

｡

杉

本
発

一

教
授
年

譜

′
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皇表

一

九
ニ

ー

年
､

大

正
一

〇

年
｢

(

二

〇
歳
)

一

月
､

.､
頚
科
自
治
連
動

､

決
訴

｡

四

月
､

預
科
新
撃
課
目

制
度
資
現
さ

れ
､

後
の

隷
科
諸
課
目

制
度
の

基
礎
を

き
ず
く

｡

一

九
こ

二

年
､

.
大

正

〓
年

､

(

二
一

哉
)

≡

月
､

東
京
商
科
大
挙
頚
科
を

修
了

｡

四

月
､

東
京
商
科
大
草
に

入

学
｡

福
田
数
段
の

プ

ロ

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

に

参
加
し

ト

声

ぎ
r

朴
‖

ロ
p
仏

河

旦
邑
.

H

芦
}

+
00

芦

を

謹
む

｡

四

月
一

二

日
､

畢
制
改

革
嘆
願
書
に

署
名
参
加

､

撃
制
改
革

連
動
に

努
力

｡

】

九
二

三

年
､

大

正

〓
一

年
､

(

二

二

歳
)

三

月
､

軍
部

第
一

撃
年
講
義
『

経
済
原
論
』

(

蒔
田

数
援
捨
嘗
〕

の

試
験
に

不
合
格
と

な

る
｡

先
生
猿
特
の

文
字
の

た

め

な

り

と
い

う
｡

再
試
陵
の
■
結
果

､

附
T

と

な
る
｡

四
月

二
帽

田

教
援
の

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

に

参
加

｡

四

月
､

一

橋
脅
三

科
(

本
科

･

預

科
･

専
門
部
)

分
立

｡

先
生

､

本
科
骨
創
設
に

努
力

｡

大

月
､

一

橋
倉
本
科
挙
術
部
に

S
･

2
･

S

(

哲
岩
i

か

ー

か

倉
-

P

勺

昌
∽

か
e

ぎ
口

邑
e

武
官
思
想
の

鷺

初
代
部

華
上

田
良

次
戯
数

援
)

粗
放
き
れ

､

先
生
そ
の

創
設
に

義
力

｡

九
月

一

日
､

関
東
大
震
災

｡

神
田

一

ツ

橋
の

校
舎
は
二

重
ホ

ー

ル

の

外
､

震
破

･

焼
失

｡

九
月

妄
言

､

哀
濱
畢
生
大
骨
を

開
き

､

集
る

者
五

〇
〇

名
､

一

橋
震
災
善
後
委
員
脅
威
立

｡

先
生

､

擢

災

畢

生

救

援

事

業
(

調

査

品
丁

資
貸
輿

･

救

一
位

･

敬
業
務
介

)

に

意
力

｡

一

一

月
二

日

よ

り

三
日
ま

で

:
ハ

ラ

タ

ク

に

収
容
さ

れ
た

躍
災
者
に

封
す
る

職
業
謝

査
(

宿
田
敦
援
指
導

)

に
､

副
委
員
長
と

し
て

重
力

｡

-

九
二

四

年
､

大

正

〓
ニ

年
､

(

二

三

歳
)

杉

本

桑
一

教
授
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ゝ

l

一

橋

斎

革

夢
二

十

九
食

草
五

凍

部

二

月
一

四

日
､

四

月
､

家
族

､

五

且
一

九

日
､

五

月
二

二

目
､

六

月
二

九
日

､

扁
田
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

に
て

報
告

､

『

一

般
的
過
剰
生
産
ノ

韓
否

二

千
ス

ル

S

甘
い

空
口

p

a
｡
”

巳

巴
t

F

宏

′

論
雫
』
｡

題
.

一

書

青
島
よ

り

大
連
に

移
る
｡

S
･

ア
･

S
､

芝
に

労
働
学
校
を

開
く

｡

先
生
こ

れ
に

参
加

､

開
校

･

運
営
に

重
力

｡

霜
田
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

に

て

報
告

､

『

マ

ル

オ
ス

恐
慌
論
(

英
一

)

』
｡

卒
業
論
文
『

資
本
額
妓
の

無
限
性
に

閲
す
る

若
干
研
究
=

=
主

と

し

て
マ

ル

ク

ス

の

撃
読
に

託
て

=
』

の

初
礪
成
る

｡

七

月
三

日
､

霜
田
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

に

て

報
告

､

『

マ

ル

ク

ス

恐

慌
畢
詭
(

英
二
)

』
｡

一

〇
月

一

六
日

､

福
田
ゼ

､
､

､

ナ

ー

ル

に

て

報
告

､

『

晋
i

e

臣

島
ノ

退
避
生
産
理

論
』

｡

一

二

月
一

八

日
､

稲
田
ゼ

､
､

､

ナ
ー

ル

に

て

報
告

､

『

限
界
利
用
二

立

脚
ス

ル

A
f

邑
山

中
ロ

.
ノ

恐
慌
論
』

｡

-

九
二

五

年
､

大

正
【

四

年
､

(

二

四

歳
)

二

月
二

五

日
■.

卒
業
論
文
(

前
掲
)

の

定
稿
完
成

｡

≡

月
≡

一

月
､

東
京
商
科
大
草
を

卒
業

｡

四

月
一

日
､

東
京
商
科
大
草
研
究
科
七

入

学
､

一

隅
田

教
授
の

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

に

参
加

｡

一

九
二

九

年
三

月
ま

で

同

研
究
科
に

て

研
修

｡

■

四

月
一

五

日
､

中
央
大
挙

商
学
部

講
師

｡

二

高
一

三
じ
日

､

論
文

『

資
本
骨
格
の

行
程
と

融
合
の

消
費
力
に

依
る

制
限
に

就
て

=
マ

ル

ク

ス

資
本
制
生
産
販

路
必
賂
行
詰
理

論
に

関
す

る
一

小

研

究
』

晩
稲

｡

(

孝
義
場
所
･

日

付
等
未
詳
)
｡

【

九
こ

六

年
､

大
正

l

五

年
､

昭

和

元

年
､

(

二

五

歳
)

七

月
一

九
日

､

論
文
『

マ

ル

ク

入

｢

産

業
預
備
軍
+

の

読
に

封
す

争
オ

ッ

ペ

ン

ハ

イ

マ

ー

の

批
評
を

駁
す
』

晩
稲

｡

(

襲
表
場
所

･

日

付
等
未
詳
)
｡

-

九
二

七

年
､

昭

和
二

年
､

(

二

六

歳
)

八

月
こ

ろ
､

稲
田

先
生
の

勧
め

に

ょ

り

『

ロ

ッ

シ

ァ

ー

英
国
経
済
畢
史
論
』

の

課

業
を

始
む

｡

稲
田

先
生
の

硬
閲
加
朱
を

受
け

､

澤
業
に

辛
苦
す

｡

卜
r

.ト
一

∫

已 -



一

九
こ

八

年
､

昭

和
三

年
､

(

二

七

歳
)

三

月
二

九

日
､

父

豊
三

郎
氏

大
連
に

て

逝
去

｡

-

四

月
､

家
族
大
連
よ

り

辟
国

､

先
生
と

生
活
を

一

に

さ
る
｡

一

二

月
一

〇

日
､

翻

澤
『

ロ

ブ

シ

ア

ー

英
国
経
済
撃
史
論
』

課
業
完
了
｡

一

九
こ

九
年

､

昭
和

四

年
､

{
二

八

歳
)

一

月
一

七
日

､

三

月
二

〇
日

､

≡

月
二

五

日
､

五

月
五

日
､

経
済
畢
研
究
の

た

め

清
二

年
ド

イ

ツ

囲
へ

留

撃
､

文
部

省
よ
り

軍
令
さ

る
も

東
京
商
科
大
挙
附
属
商
筆
写
門
部
助
教
授

｡

雷
撃
の

た

め

東
京
を

出
頚

｡

乗
船
白

山
丸
横
濱
を

出
帆

､

欧
洲
航
路
の

途
に
つ

く
｡

マ

ル

セ

イ
ユ

匂
冒
詔
e

≡
e

)

泊
｡

五

月

六
日

､

五

月
八
日

､

リ

コ

ソ

(

F

づ
)

且

泊
｡

.

ハ

リ

(

勺
p

ユ
∽

)

着
｡

五

月
十

四
日

､

五

月
一

六

日
､

五

月
一

九

日
､

+

(

月
一

七

日
､

バ

リ

準
｡

ベ

ル

ヮ

ソ

(

出
e

ユ
i

日
)

着
｡

デ
ー

リ

ク

ツ

氏
(

A
.

¢
O
e
r

言
N
‥

句

邑
s

i

品
e

邑
コ

い

N

H

哲
g
n
e

官
長
-

切
口

ユ
i

P
)

方
に

下
宿

｡

ベ

ル

ク

ソ

大
挙
付
属
外
国
人

畢
校

(

ロ

畏
t

器
訂
∽

【

邑
蔓
-

:
守

A

邑
賢
賢

旨

野
口
ロ

ー

く
①

r

賢
賢

哲
-

±
ロ
)

に

人

草
､

語
拳
を

研

修
｡

七

月
､

同
校
に
て

､

ポ
ツ

ダ

ム

(

勺
O
t

S

臣
m
)

､

シ

ュ

プ

レ

ー

ワ

ル

ド

(

晋
→

e

e

弓
巴

e

等
に

遠
足
放

行
｡

九

月
こ

ろ
､

新
庄
博
民

･

町
田

賓
秀
民
ら
と

と

も
に

､

ド
レ

ス

デ

ソ

(

冒
e

乱
e

且
､

ラ

イ

ブ

チ

七

(

訂
i

旦
粥
)

､

ワ

イ

マ

ー

ル

(

W
e

山

ロ
ー

p
→

)
､

ア

イ

ゼ

ナ

ハ

(

田
訂
e

ロ

g
}
}

)

方
面
に

旗
行

｡

ラ

イ

プ

チ

ヒ

郊
外
に
て

ロ

ブ

シ

ア

ー

(

弓
.

労
〇

邑
一

e

凸

の

墓
に

詣
ず

｡

一

一

月
一

日
､

ベ

ル

リ

ソ

大

挙
附
属
外
国
人
学
校
の

最
上

級
を

卒
業

｡

一

一

月
九

日

‥
ヘ

ル

リ

ソ

大
草

(

空
①

蔓
草
W

i

ご

邑
ヨ

ユ
ー

ロ
i

ノ
1

①

コ

き
竺

,
N

亡

冒
ニ

ュ

に

正

規
畢
生
と

し

て

入

畢
｡

同
大
撃
冬

草
期
(

一

九

三

〇
年

≡

月
ま
で
)

に
て

次
の

語
義
を

聴
く

｡

ゾ

ソ

パ

ル

一

教
授

･

経
済
撃
方
法

論
(

勺

邑
一

瞥
m
b
p

モ
ノ

訂

昏
才

邑
e

F
r
e

象
買

W
ぎ
s

旨
｡

き

箋
-

崖
-

杉

本
秦
ナ

教
授
年

許

4 3 ∂
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101

哲
｡

何
事
門
静
ゼ

､
､

､

ナ

ー

ル
､

テ

キ
ス

ト
､

マ

ー

シ

ァ

ル

『

経
済
草
原
.
理
』

｡1

四

月

二
二

日
､

日

本
統
計
拳
骨
第
五

同
組
合

(

於
神
戸

･

大

阪
)

､

研
究
報
告
曾
第

盲
に

て

報
告

､

『

米
数
の

具
鮭
的
需
要
駄
別
に

つ

い

て
』

｡

(

完
三

大

聖
二

月
二

三

日
､

次
の

如
く
改

題
し
て

蟹
表

｡

『

高
米
債
政
策
の

滑
費
者
に

及

ぼ
せ

る

諸
影
響
』

)

｡

七

月
九

日
･

杉
村
廣
痛
助
教
授
の

学
位
静
衆
論
文
せ

め

ぐ
り

東
京
商
科
大
学
内
は

紛
糾

｡

七

月
三

〇

日
､

挙
国
の

清

新
と

壁
間
的
気
風
刷
新
を

期
す
と
い

う

助
教
授
囲
聾
明
孝
せ

ら
る

｡

先
生
こ

れ
に

署
名

､

終
始
そ
の

中
心
に

立
つ

て

意
力
さ

る
｡

秋
､

早
稲
田
大
挙
政
治
経
済
攻
究

昏
に
て

講

喝

以
後

二

九

吾

壷
ま

で
､

前
後
五

同
講
演

｡

-

九
三

大

年
､

昭

和
■
〓
年

､

(

三

五

歳
)

四

月
よ

り

翌
年
三

月

ま
で

､

東
京

商
科
大
草
附
属
商
翠
専
門
部
講
義
『

経
済
原
論
』

､

『

経
済
英
語
』

(

A
･

晋
ニ

ー

F
‥

W
e

賢
F

O

ご
P

邑
○

芦
-

芸
･

詰

責
〕
｡

臥

月
よ

り

六
月

ま

で
､

同

専
門
部
ゼ

ミ

ナ

ー

ル
､

テ

キ

ス

ト
､

シ

ュ

ピ

ー

ト

ホ

フ

『

景
気
理

論
』

｡

四

月

よ
り

翌

年
三

月
ま

で
､

･
関
東
畢
院
甘

同

商
都

講
師
と

し
て

出
講

｡

三
月
二

二

日
､

日

本
経
済
拳
骨
第
三

同

大
昏

(

於
東
京
〕

第
二

日

研
究
報
告
曹
に

て

報
告

､

『

一

般
均
衡
塩

論
に

封
す
る

若

干
の

疑

問

-
パ

レ

ー

ト

の

マ

ー

シ

ャ

ル

批
判
に

因
み
て

!
』

｡

〔

こ

の

報
告
は

､

+

九

三

八

年
八

月
一

〇

日
-

加

筆
改

稿
の

上
､

一

九
三

九

年

二
月
五

日
､

『

東
京
商
科
大

挙
研
究
年
報

経
済
学
研
究

.6
』

に

襲
表
)

｡

冬
､

E
c

O

ロ
O

m
e
t

エ
ロ

p
U

C
i

¢

ギ

の

昏
員
と

な
る
｡

一

九
三

七

年
､

昭

和

〓
一

年
､

(

三

大

歳
)

二

月
▼I

東
京
市
中
野

霞
千

凄
聖
二

五

番
地
に

特
居

｡

四

月
一

〇
日

､

榎
田
刹
吉
氏

第
三

女
資
桂
子

民
と

結
婚

｡

四

月
一

〇
日

､

東
京
商
科
大
挙
講
師

｡

四

月

よ
り

翌

年
三

月
ま

で
､

東
京
商
科
大
学
学
部

講
義
『

経
済
原

論
』

｡

同
附
属
商
翠

専
門
部

講
義

『

経

済
原

論
』

､

『

経
済
英
語
』

(

A
･

S

邑
t

F
‥

弓
0

巴
･

t

F

｡
巾

n
也

己

昌
ア

ー

ヨ
か

.

讃
療
)
｡

こ

の

年

皮
､

専
門
部
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

な

し
｡

.

杉
本

発
一

教
授
年

産

っ臼3
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一

〇
月
よ

り

翌
年
二

月
ま

で
､

東
京
商
科
大
挙
附
屠
商
翠
専
門

攣
年
生
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

､

■
テ

キ
ス

ト
ー

ゴ

ワ

ト

ル

宗
族

･

国
家

･

経
済

･

法
律
』

｡

-

九
四

〇

年
､

昭
和
+

五

年
､

(

三

九

歳
)

■

四

月

言
H

､

東
京
商
科
大
挙
各

寮
基
金

に

ょ
り

東
亜

経
済
研
究
所

創
設

｡

先
生
そ
の

統
計
部

長
と

な

る
｡

四

月
五

日
､

日

本
統
計
拳
骨
第
+

○

同
組
合
(

於
大
阪
)

研
究
報
告
官

撃
一

日

に
て

報
告

､

『

聯
開
財
需
要
の

計
量

経

済
学
的
研
究
』

｡

四

月
､

同

拳
骨
終
了

後
､

京
都

･

奈
良

方
面
を

旗
行

､

夫
人

固

伴
｡

､

四

月
よ

り

翌
年
三

月

ま
で

､

東
京
商
科
大
挙
拳
部

講
義
『

経

済
原

論
』

ロ

同
撃
部
プ

ロ

ゼ

ミ

ナ

ー

ル
､

テ

キ
ス

㌧

ナ

声

訂
y

n
2
∽
H

卓
e

g
2

日
e

互

t

訂
○
り

叫

○

:
m

号
召
P

e

阜
i

ロ

す
邑

昌
一

ロ
｡

ロ
e

¥

-

¢

声

同
ゼ

ミ

ナ

ー

ル
､

各

自
自
由
テ

㍉
マ

に
つ

き
報
告

｡

四
月
よ

り

翌

聖
二

月
ま

で
一

束
京
商
科
大
挙
附
属
商
筆
写
門
都
議
義
『

経

済
原
論
』

､

『

経
済
英
語
』

(

A
･

S

R
き
F
‥

W

邑
t

F

O
{

ロ

邑
0

日

ニ
1

声

講

哲
｡

同

専
門
部
二

年
生
ゼ

ミ

ナ

ー

ル
､

テ

キ
ス

ト
､

ゴ

ア

ー

ル

『

民

族
･

国
家

･

経

苧
法
律
』

(

前
年
度
よ

り

嘩
練
)

次
に

､

高
田

保
馬
『

経
臍

撃
概
論
』

｡

五

月
一

七

日
､

日

本
経

済
政
策
拳
骨
創
立

大
骨
(

於
東
京
)

に

て

報

告
､

『

経

済

統

制
と

流
動
性
原
則
』

｡

(

こ

の

報
告
は

､

同

年
七

月
一

日
､

『

一

橋
論

叢
』

第
大

宅
第

一

兢
に

収
録

｡

)

七

月

七

日
､

日

本
統
計
学
昏

､

国
民

所

得
に

関
す
る

研
究
委
員
合

､

第
三

同
集
合
に

て

報
告

､

『

マ

ル

シ

;
ク

の

証

合

的
需
要
曲
線
導
出
の

方
法
』

｡

■

九
月

二

盲
､

東
京
商
科
大
挙
国
立

拳
骨
研

究
年

報
編
輯
委
員

｡

一

二

月
二

〇

日
､

東
京
商
科
大
撃
教
授

｡

東
京
商
科
大
挙
附
属

商
撃
専
門
部

教
授
を

乗
任

｡

一

二

月
二

四

日
､

日

本
経
済
拳
骨
第
七

同
大
昏
(

於
東
京
〕

に

て

常
任
幹
事
に

選
出
さ

れ
､

同
拳

骨
の

蓮
曹
に

禽
る
｡

二

万
二

五

日
､

.日

本
統
計
拳
骨

､

国
民

所

得
に

関
す
る

研
究
委
貞
曾

､

第
四

同
集
合
に

て

報
告

､

『

家
計
調
査
に

基
く

需
要
曲
線
に

就
い

て
』

｡

301

一

九
四

-

年
､

昭

和
一

大

年
､

(

四

〇

歳
)

〓

月
､

東
京

商
科
大
挙

一

橋
昏
解
散

｡

旧

月
､

東
京

商
科
大
挙
報
国
圃
結
成

｡

先
生

､

こ

と

に
こ

の

間
､

報
国
囲
の

形
式
の

も
と

に

嘗
一

橋
禽
の

性
格
を
･
生
か

さ

ん

と
､

四

月
六
日

､

白
木
統
計
学
倉
第

一

一

同
鹿
骨
(

於
東
京
)

研
究
報
告
部

曾
第
三

日

に
､

杉

本
柴

∴

す

教
授
年

著

ひ

き
綬
き
本
部
理

事
と

し
て

､

畢
生

と

と

も
に

､

運
営
に

普
る
｡

非
常
な

努
力
を

畢
生
と

と

も
に

傾
く

｡

共
同
研
究

報
告
の

】

と

し

て

報

告
､

『

本

邦
家
計
調
査
を

基
礎
七
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溝
も

鵬
▲-

一

上

⊥

禰

論

叢
.

発
こ

一

十
九

春

草
五

凍

■-
ど
や

同

撃
部
ゼ

ミ

ナ

ー

ル
､

各
自
自
由
テ

ー
一

マ

に
つ

き

報
告

｡

一

〇
月

一

六
日

よ

り
一

八

日

ま

で
､

畢
部
ゼ

ミ

ナ

ー

ル
､

妙
高
山
寮
に

放
行
勺

一

〇
月
二

九
日

､

大
日

本
柘
植
拳
骨
第
二

同
大
倉
に

て

報
告

､

『

ジ

ャ

ワ

に

お

け
る

原
住
民

農
業
及

び
エ

ス

テ
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